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7
月
3
日
（
金
）
に
行
わ
れ
た
研
修
会
で

は
、
研
修
部
長
の
八
木
治
海
氏
の
司
会
に
よ

り
開
会
い
た
し
ま
し
た
。

︻
第
1
部
︼　
4
支
部
か
ら
の
報
告

₁
糟
屋
支
部
　
恵
良
　
周
司
支
部
長

　﹁
支
部
の
現
状
と
課
題
﹂

　

最
大
の
事
業
は
5
月
の
総
会
で
あ
る
。

10
班
が
主
体
的
に
活
動
す
る
。
組
織
拡
大

の
ポ
イ
ン
ト
は
①
多
様
性
へ
の
配
慮
②

班
長
が
発
言
し
や
す
い
雰
囲
気
づ
く
り

③
役
員
、
班
長
の
負
担
軽
減
で
あ
る
。
組

織
は
大
き
さ
で
は
な
く
堅
実
さ
で
あ
る
。

₂
鞍
手
支
部

　
武
谷
　
保
正
支
部
長

　﹁
組
織
維
持
の
難
し
さ
﹂

　

退
職
直
後
か
ら
16
年

間
、
町
議
を
務
め
た
。

退
職
前
に
先
輩
か
ら
退

公
連
の
加
入
勧
誘
が
あ

り
入
会
。
そ
の
後
、
県

立
高
校
の
校
長
が
入
会

す
る
。
私
が
所
属
す
る

古
月
班
は
、
高
齢
、
病

人
、
認
知
症
で
苦
し
い
。

鞍
手
班
の
人
選
で
支
部

長
に
就
任
。

₃
大
牟
田
支
部

　
永
井
　
暢
一
支
部
長

　﹁
独
自
の
支
部
活
動
﹂

　

支
部
独
自
で
事
務
局

次
長
（
再
就
職
で
市
役

所
に
就
職
）
を
配
置
し
、

事
務
全
般
を
任
せ
て
い
る
。
役
員
6
名
、

班
長
26
名
。
班
長
は
会
員
に
常
に
連
絡
を

と
る
。
敬
老
行
事
は
支
部
独
自
で
₉0
歳
、

80
歳
の
表
彰
を
文
化
会
館
で
行
う
。

₄
小
倉
支
部
　
西
岡
　
幸
則
組
織
部
長

　﹁
支
部
の
現
状
と
拡
大
の
困
難
さ
﹂

　

5
月
に
役
員
、
班
長
総
会
を
開
く
。
小

倉
北
区
1
1
5
名
を
17
班
、
小
倉
南
区

2
3
3
名
を
23
班
と
し
て
組
織
。
9
月

に
は
敬
老
会
、
会
員
の
集
い
を
開
催
。
寿

詞
、
記
念
品
の
伝
達
贈
呈
。
指
揮
者
を
依

頼
し
て
全
員
で
合
唱
。
2
月
は
懇
親
会
。

平成27年度　研修会

︻
第
2
部
︼

　
こ
れ
か
ら
の
年
金
に
つ
い
て

　
　
福
岡
県
退
職
公
務
員
連
盟

 

会
長

　
吉
田

　
筑
三

　

追
加
費
用
が
減
額
さ
れ
た
た
め
、
地
方
公

務
員
は
昭
和
37
年
以
前
に
在
職
さ
れ
た
方
は

27
％
減
額
さ
れ
た
。平
成
11
年
～
13
年
の
間
、

研修テーマ

︻
第
3
部
︼

社
会
貢
献
活
動
に
身
を
お
い
て
︱
私
の
生
き

ざ
ま
・
日
本
人
と
し
て
の
生
き
方
︱

 

八
女
支
部
長

　
樋
口

　
順
一
郎

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
「
私
の
生
き
方
」
に
つ
い
て
30

分
番
組
で
全
国
放
映
。
退
職
後
、
ベ
ト
ナ
ム

視
察
団
の
団
長
と
し
て
現
地
に
視
察
。現
在
、

﹇
特
技
﹈
柔
道
2
段
、
剣
道
5
段
、
日
本

語
教
師
資
格
認
定
、
中
国
語
、
韓
国
語
、

ゴ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ス
イ
マ
ー
を
認
定

日時／7月 3日（金）13：00～
場所／天神センタービル4階第 2会議室

物
価
は
２．５
％
下
が
っ
た
。
年
金
も
下
が
る
は

ず
で
あ
っ
た
が
、
特
例
法
に
よ
り
据
え
置
か

れ
た
。
そ
こ
で
平
成
25
年
10
月
か
ら
２．５
％
を

返
納
す
る
た
め
に
減
額
さ
れ
た
（
本
来
水

準
）。
日
公
連
・
退
公
連
で
は
、
デ
フ
レ
下

に
あ
っ
て
は
年
金
の
減
額
は
許
さ
れ
な
い
と

強
く
主
張
し
て
い
る
。

無
農
薬
農
業
を
実
施
し
て
い
る
の
で
、
各
方

面
か
ら
の
訪
問
を
受
け
て
い
る
。

　

人
間
社
会
に
は
、
自
由
と
責
任
が
あ
り
、

権
利
と
義
務
が
生
じ
る
。
私
は
、
社
会
貢
献

活
動
＝
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
、
責
任
と
義
務

を
重
ん
じ
る
利
他
的
な
ス
タ
ン
ス
で
あ
る
と

思
う
。

　

自
由
と
権
利
は
、
利
己
的
な
ス
タ
ン
ス
で

あ
る
と
思
う
。
日
本
人
の
生
き
方
は
、
利
他

的
で
あ
る
。
私
は
退
公
連
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
と
思
っ
て
い
る
。
常
に
人
の
た
め
に
活

動
し
て
い
る
団
体
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

組
織
拡
大
に
つ
い
て
は
、
1
月
に
は
小
中

校
長
へ
退
公
連
加
入
案
内
の
文
書
配
布
、

4
月
に
退
職
者
一
覧
表
を
作
成
。
以
後
、

勧
誘
活
動
。
会
費
が
2
0
0
0
円
で
財

政
は
困
難
。

₅
ま
と
め
　
松
田
　
博
直
県
連
組
織
部
長

　﹁
組
織
拡
大
の
大
切
さ
﹂

　

ま
ず
、
人
間
関
係
を
樹
立
す
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
。
新
聞
配
達
等
を
通
し
て
絆

を
深
め
て
は
ど
う
か
。
退
会
者
を
出
さ
な

い
と
い
う
気
持
ち
を
強
く
持
つ
こ
と
。

支部の現状と組織の拡大
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絆
を
第
一
に
活
動
を
推
奨

小
倉
支
部

　
支
部
長
　
岩
谷
　
武
利

会
員
数
の
増
強
を
め
ざ
し
て

行
橋
京
都
支
部

事
務
局
長
　
森
下
　
弘
明

研
修
計
画
の
作
成

城
南
区
支
部

事
務
局
長
　
塩
原
　
義
允

　

城
南
区
支
部
で
は
毎
年
、
半

日
研
修
と
1
日
研
修
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

半
日
研
修
は
室
内
で
ゆ
っ
く

り
と
く
つ
ろ
ぎ
、
お
し
ゃ
べ
り

を
楽
し
む
の
が
主
な
目
的
で

す
。

　

毎
年
、
友
泉
亭
公
園
の
一
部

屋
を
予
約
し
、
庭
園
を
眺
め
、

抹
茶
も
い
た
だ
き
な
が
ら
⋮
も

ち
ろ
ん
お
弁
当
も
食
べ
、
童
謡

な
ど
昔
の
懐
か
し
い
歌
を
う

た
っ
て
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご

し
ま
す
。
半
日
研
修
を
同
じ
場

所
で
室
内
に
固
定
し
て
い
る
の

は
、
歩
き
ま
わ
る
の
が
少
々
辛

く
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
方
で
も

参
加
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
続
け
て
い
ま
す
。
友
泉
亭

公
園
は
参
加
者
に
も
好
評
な
の

で
す
が
、
大
河
ド
ラ
マ
「
黒
田

官
兵
衛
」
の
影
響
で
観
光
客
が

増
え
、
部
屋
の
予
約
が
取
り
に

く
く
な
っ
て
困
っ
て
い
ま
す
。

　

も
う
1
つ
は
1
日
研
修
で

す
。
こ
の
目
的
地
を
探
す
の
に

苦
労
し
て
い
ま
す
。
朝
10
時
頃

か
ら
午
後
3
時
頃
ま
で
の
間
に

適
度
に
見
て
回
り
、
お
い
し
い

も
の
を
食
べ
、
少
々
飲
め
る
こ

と
。
こ
の
3
つ
の
条
件
に
当
て

は
ま
る
場
所
は
、
福
岡
市
で
も

簡
単
に
は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。

で
も
こ
の
条
件
は
な
か
な
か
捨

て
難
い
も
の
で
す
よ
ね
。
昨
年

は
那
珂
川
の
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
で

ベ
イ
サ
イ
ド
の
農
園
レ
ス
ト
ラ

ン
へ
。
一
昨
年
は
明
太
子
工
場

を
見
学
。
そ
の
前
は
紅
葉
の
太

宰
府
散
策
と
食
事
処
。

　

今
年
は
？ 

と
考
え
て
、
班

長
会
で
尋
ね
て
み
る
と
「
オ
ー

　

楽
し
く
、
生
き
が
い
の
あ
る

退
公
連
小
倉
支
部
を
目
指
し

て
、
次
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

し
て
い
る
。

◇
4
月
の
拡
大
理
事
会
（
25
名

前
後
）
で
前
年
度
の
反
省

と
新
年
度
の
方
向
付
け
を

行
う

◇
5
月
の
役
員
・
班
長
総
会
で

方
針
決
定

◇
理
事
会
（
拡
大
理
事
会
を
含

む
）
で
実
践
内
容
の
具
体

化
や
反
省
点
の
洗
い
出
し

◇
組
織
強
化
委
員
会
の
常
設

（
各
理
事
会
の
中
で
必
ず
進

捗
状
況
の
把
握
）

◇
新
聞
や
会
報
等
の
配
布
（
郵

送
料
の
高
騰
等
で
6
回
か

ら
4
回
に
縮
小
）

◇
支
部
だ
よ
り
の
発
行
（
6
・

プ
ン
ト
ッ
プ
バ
ス
」
の
話
が
出

ま
し
た
。
ま
だ
誰
も
乗
っ
た
こ

と
が
な
い
。
市
内
見
学
を
約
1

時
間
、
出
発
点
に
戻
れ
ば
、
市

役
所
横
の
広
場
で
「
九
州
う
ま

か
も
ん
市
」
が
開
か
れ
て
い
ま

す
。
飲
む
、
食
べ
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
今
年
は
こ
れ
に
決
め

ま
し
た
。

　

城
南
区
支
部
の
2
つ
の
研
修

は
、
参
加
者
に
は
好
評
で
す
。

計
画
す
る
の
は
一
寸
大
変
で
す

が
、
う
ま
く
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ

た
研
修
に
な
っ
て
い
る
の
で
は

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

来
年
は
ど
ん
な
計
画
に
し
よ

う
か
な
？ 

鬼
に
笑
わ
れ
な
い

よ
う
に
計
画
し
よ
う
！

　

平
成
27
年
度
は
異
常
な
天
候
・

災
害
の
多
い
年
で
あ
っ
た
。
そ

の
せ
い
か
最
近
は
好
天
気
に
恵

ま
れ
、
稲
の
刈
り
入
れ
も
順
調

に
終
わ
り
、
実
り
も
豊
か
で
あ

ろ
う
。
世
の
中
は
う
ま
く
で
き

て
い
る
も
の
で
、
苦
の
裏
に
は

楽
あ
り
き
で
あ
る
。
退
公
連
新

聞
の
一
面
に
朗
報
「
久
し
ぶ
り

に
年
金
ア
ッ
プ
」
と
あ
り
一
瞬

首
を
ひ
ね
っ
た
。
確
か
に
わ
ず

ぐ
っ
て
署
名
活
動
を
し
て
い
た

こ
と
を
見
落
と
し
て
は
な
ら
な

い
。
本
部
の
働
き
で
、
本
年
は
、

０．９
％
の
減
額
に
と
ど
ま
る
こ
と

が
で
き
た
も
の
と
思
う
。
我
々

の
生
活
の
基
盤
は
年
金
に
よ
っ

て
成
り
立
っ
て
い
る
。
こ
の
こ

と
を
あ
ら
た
め
て
ハ
ッ
キ
リ
と

自
覚
し
よ
う
。
社
会
保
障
制
度

改
革
国
民
会
議
も
、
マ
ク
ロ
経

済
で
は
デ
フ
レ
時
は
減
額
を
し

な
い
こ
と
を
力
説
し
て
い
る
。

　

年
金
情
勢
は
今
後
さ
ら
に
厳

し
く
な
る
。
そ
れ
故
に
、
会
員

が
減
少
す
る
の
で
あ
る
。
も
う

一
つ
は
、
長
寿
社
会
の
上
層
部

が
膨
ら
ん
で
き
て
い
る
現
実
。

朝倉
支部

城南区
支部

今
こ
そ
、
ガ
ン
バ
ロ
ー
!!

朝
倉
支
部

　
支
部
長
　
東
野
　
博
文

か
で
あ
る
が
０．９
％
は
ア
ッ
プ
し

た
。
し
か
し
特
例
水
準
の
調
整

０．５
％
の
減
額
と
マ
ク
ロ
経
済
ス

ラ
イ
ド
０．９
％
が
差
し
引
か
れ
て

い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
。
合
計
す
る
と
１．４
％
が
減
額

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
が
導

入
さ
れ
、
当
初
か
ら
０．９
％
が
減

額
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

関
東
地
区
の
会
員
が
０．９
％
を
め

こ
の
こ
と
を
考
え
る
と
国
民
会

議
へ
依
存
を
し
て
い
る
と
年
金

調
整
は
、
さ
ら
に
減
額
の
一
途

を
た
ど
る
結
果
を
招
き
か
ね
な

い
。
年
金
生
活
に
依
存
し
て
い

る
我
々
退
公
連
の
絆
を
強
く
し

て
生
活
の
安
定
保
障
が
で
き
る

よ
う
に
そ
の
対
策
を
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
朝
倉
地
区
で

は
11
月
5
日
（
木
）
に
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
、

会
員
増
を
図
る
と
と
も
に
会
員

同
士
、
絆
を
強
く
す
る
た
め
に

大
会
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
に
し

て
い
る
。
全
会
員
腕
を
奮
っ
て

参
加
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
。

10
・
2
月
の
3
回
）。
会
員

同
士
の
楽
し
い
ふ
れ
あ
い

と
絆
づ
く
り
を
目
指
し
、

埼
玉
・
千
葉
・
大
阪
を
は

じ
め
、
各
地
の
会
員
が
情

報
を
懐
か
し
ん
で
読
ん
で

く
れ
て
い
る

◇
9
月
に
「
敬
老
会
」
と
会

員
全
員
の
「
会
員
の
集
い
」

で
楽
し
い
ふ
れ
あ
い
の
時

間
を
過
ご
し
て
い
る
。
小

倉
支
部
で
は
、₉0
歳
（
卒
寿
）

の
方
々
も
お
祝
い
を
し
て

い
る
。
今
年
は
5₉
名
の
賀

寿
者
が
お
り
、
出
席
者
全

員
で
お
祝
い
を
し
た
。

◇
11
月
に
は
バ
ス
ハ
イ
ク
で
楽

し
い
絆
づ
く
り

◇
2
月
に
は
懇
親
会
で
一
層
の

絆
づ
く
り

　

平
成
23
年
5
月
よ
り
事
務
局

長
を
務
め
て
き
た
。
平
成
17

年
度
の
会
員
は
2
1
5
名
と

い
う
記
録
が
あ
る
が
現
在
は

1
0
0
名
に
減
少
。
10
年
間

で
半
減
し
た
こ
と
に
な
る
。
5

年
前
の
地
域
全
体
の
退
会
が
減

少
を
早
め
た
。
現
在
も
減
少
の

小倉
支部

行橋京都
支部
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福
岡
市
の
中
央
区
は
、
商

業
地
域
と
い
う
立
地
条
件
か

ら
、
公
務
員
の
在
住
が
少
な

く
、
ま
た
、
会
員
は
高
齢
化

が
進
み
、
年
々
減
少
の
一
途

を
た
ど
り
、
現
在
の
会
員
数

は
わ
ず
か
40
名
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
実
情
か
ら
当

支
部
の
課
題
は
「
会
員
の
絆

を
深
め
結
束
す
る
」
こ
と
と

「
組
織
拡
大
に
取
り
組
む
」
こ

と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
取

り
組
ん
で
い
る
の
が
、

₁
魅
力
あ
る

　
　
　

総
会
に
す
る
こ
と

　

1
人
で
も
多
く
の
会
員

に
参
加
し
て
も
ら
う
た
め
、

3
年
前
か
ら
福
岡
市
役
所

の「
出
前
講
座
」を
活
用
し
、

会
員
の
結
束
と
組
織
拡
大

中
央
区
支
部

事
務
局
長
　
柴
田
　
茂
行

私
に
で
き
る
こ
と

若
松
支
部

女
性
部
長
　
渡
邊
　
冨
美
子

講
師
に
よ
る
具
体
的
で
身

近
な
問
題
を
テ
ー
マ
に
講

話
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

◇
平
成
25
年
「
養
護
老
人
ホ
ー

ム
な
ど
の
高
齢
者
施
設
」

◇
平
成
26
年
「
要
支
援
高
齢
者

に
対
す
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
」

◇
平
成
27
年
「
悪
質
商
法
の

手
口
と
対
処
法
」

　

講
話
の
後
の
質
疑
応
答

も
活
発
で
、
毎
年
続
け
て

欲
し
い
と
い
う
声
が
多
く
、

大
変
好
評
で
あ
る
。

₂
組
織
拡
大
の
取
り
組
み

　

新
規
退
職
者
に
加
入
し
て

も
ら
う
た
め
、
次
の
3
つ
の

ア
タ
ッ
ク
で
勧
誘
し
て
い
る
。

①
退
公
連
へ
の
お
誘
い
の
プ

リ
ン
ト
、
新
聞
、
会
報
等

の
資
料
を
当
人
に
送
付

②
電
話
で
魅
力
あ
る
退
公
連

を
Ｐ
Ｒ

③
本
人
に
直
接
会
っ
て
話
を

す
る

　

毎
年
2
～
3
名
は
確
実
に

加
入
し
て
い
る
が
増
加
に
は

至
っ
て
い
な
い
。
教
職
員
以

外
の
職
種
に
ど
う
コ
ン
タ
ク

ト
を
取
る
か
が
今
後
の
大
き

な
課
題
で
あ
る
。

中央区
支部

　
「
女
性
部
長
と
し
て
何
を
す

る
か
、何
が
で
き
る
か
」
自
問
。

　

人
員
を
増
や
す
と
か
、
年
金

が
ど
う
の
と
か
、
役
か
ら
し
た

ら
大
切
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
新
し
い
会
員
を
増

や
す
こ
と
は
、
現
状
で
は
難
し

い
。
な
ら
ば
自
分
が
こ
の
役
を

通
し
て
、
会
員
に
ど
う
関
わ
る

か
が
重
要
で
あ
り
、
私
に
で
き

る
こ
と
で
は
な
い
か
。

　

会
員
同
士
が
楽
し
く
過
ご
せ

る
よ
う
、
皆
に
会
い
た
い
と

思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
す
る

こ
と
こ
そ
今
、
私
に
で
き
る
こ

と
だ
と
思
う
。

　

10
月
23
日
に
、本
支
部
で
は
、

年
1
回
の
日
帰
り
旅
行
に
出
か

け
た
。
若
松
か
ら
直
方
へ
の
バ

ス
旅
行
。
い
く
つ
に
な
っ
て

も
、
私
た
ち
は
勉
強
が
好
き
ら

し
い
。近
い
場
所
で
は
あ
る
が
、

初
め
て
知
っ
た
こ
と
は
た
く
さ

ん
あ
っ
た
。
林
芙
美
子
さ
ん
の

記
念
碑
が
あ
る
西
徳
寺
で
和
尚

様
か
ら
の
話
。「
旅
行
が
楽
し

い
の
は
な
ぜ
か
。
そ
れ
は
帰
る

と
こ
ろ
が
あ
る
か
ら
だ
」
と
。

林
芙
美
子
さ
ん
の
帰
る
と
こ
ろ

は
木
賃
宿
で
、
一
生
決
ま
っ
た

ふ
る
里
の
家
を
持
た

な
か
っ
た
⋮
と
。

　

私
た
ち
に
は
帰
る

と
こ
ろ
が
あ
り
、
仲

間
が
い
て
、
小
さ
い

な
が
ら
ふ
れ
あ
い
が

あ
る
。
バ
ス
旅
行
も

そ
の
一
つ
。
こ
の
日
、

上
は
₉4
歳
ま
で
、
お

元
気
な
1₉
名
の
会
員

が
集
っ
た
。
皆
さ
ん
、

体
も
元
気
で
す
が
、

お
口
も
な
め
ら
か
。

行
く
と
こ
ろ
行
く
と

こ
ろ
、
感
動
が
飛
び

交
っ
て
思
考
も
順
調
。

女性部
若松支部

計
画
し
た
役
員
に
感
謝
の
言
葉

で
旅
行
を
終
え
た
。
今
度
は
新

年
会
で
会
お
う
と
約
束
。
68
歳

は
こ
の
中
で
は
、
子
ど
も
な
ん

で
す
。

　

楽
し
い
支
部
に
な
れ
ば
、
自

ず
と
人
は
集
ま
る
。
発
信
だ
け

は
し
て
い
こ
う
。

　

た
ま
に
集
ま
る
こ
と
は
楽
し

い
よ
っ
て
！

傾
向
は
変
わ
ら
な
い
。
各
13
地

区
で
班
長
を
決
め
、
隔
月
ご
と

に
班
会
、
総
会
を
開
催
し
親
睦

を
深
め
る
と
と
も
に
当
面
の
課

題
で
あ
る
会
員
増
に
つ
い
て
協

議
を
し
て
い
る
。

①
本
支
部
に
は
退
職
校
長
会

と
退
公
連
の
組
織
が
あ
り
、

大
半
は
両
組
織
に
加
入
し

て
い
る
が
、
退
職
校
長
会

に
は
加
入
し
、
本
会
に
未

加
入
の
会
員
に
は
手
紙
等

で
退
公
連
の
意
義
を
知
ら

せ
勧
誘
し
て
い
る
。

②
退
職
す
る
校
長
を
訪
問
し

入
会
の
勧
誘
を
す
る
。

③
退
公
連
の
意
義
を
理
解
し

て
も
支
部
の
一
般
会
員
に

は
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
て
も

ら
え
な
い
。
所
属
感
を
強

め
る
行
事
を
計
画
中
で
あ

る
。
旅
行
、
趣
味
、
運
動

等
の
活
動
を
考
え
て
い
る

が
、
ま
ず
会
員
の
体
力
、

趣
味
、
興
味
の
調
査
に
着

手
し
て
い
る
。

　

10
月
21
日
（
水
）、
東
京
都

千
代
田
区
の
日
比
谷
公
会
堂

で
開
催
さ
れ
た
「
日
本
退
職
公

務
員
連
盟
」
全
国
大
会
に
初
め

て
参
加
し
ま
し
た
。
来
賓
代
表

と
し
て
あ
い
さ
つ
さ
れ
た
自

民
党
の
谷
垣
幹
事
長
を
は
じ

め
、
多
く
の
国
会
議
員
の
方
々

や
、
我
々
と
同
様
の
目
的
を
持

つ
各
組
織
の
代
表
の
方
々
を

来
賓
と
し
て
迎
え
、
会
が
進
め

ら
れ
ま
し
た
。

　

初
め
て
参
加
し
て
、
こ
の
組

織
を
作
り
上
げ
、
こ
こ
ま
で
育

て
て
こ
ら
れ
た
多
く
の
先
輩

方
の
努
力
に
深
い
敬
意
と
感

謝
の
念
を
覚
え
ま
し
た
。
そ
し

て
、
こ
の
組
織
を
守
り
、
さ
ら

に
育
て
て
い
く
こ
と
の
重
要

性
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

今
、
福
岡
県
で
は
組
織
率

は
低
下
傾
向
で
す
。「
数
は
力
」

と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
組

織
率
を
高
め
て
い
く
こ
と
で

「
高
齢
者
が
生
き
が
い
を
感
じ

る
こ
と
の
で
き
る
社
会
」
を
作

る
た
め
の
力
に
な
れ
る
よ
う

努
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

全
国
に
は
、
多
く
の
仲
間
が

同
じ
目
的
で
頑
張
っ
て
い
る
こ

と
、
多
く
の
人
た
ち
が
我
々
の

活
動
に
注
視
し
て
い
る
こ
と
を

強
く
感
じ
た
1
日
で
し
た
。 

東
区
支
部
　
支
部
長
　
中
嶋
　
英
機

組
織
率
高
め
、豊
か
な
社
会
つ
く
ろ
う

参加報告

平
成
27
年
度  

全
国
大
会

日
本
退
職
公
務
員
連
盟
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陳
情
活
動
や
全
国
大
会
の

内
容
の
詳
細
は
他
に
譲
り
、
私

は
大
会
参
加
の
雑
感
を
述
べ

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

①
大
会
基
調
提
案
に
先

立
っ
て
、
組
織
表
彰
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
会
員
増
の
2
県
連
と

減
少
率
2
％
未
満
の
4
県
連

が
対
象
で
し
た
。
こ
れ
は
各
県

と
も
会
員
減
少
に
悩
み
な
が

ら
も
、
会
員
増
に
努
め
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
先
輩

会
員
が
訴
え
続
け
て
、
今
の
年

金
制
度
が
維
持
さ
れ
て
き
た

こ
と
を
考
え
れ
ば
、
我
々
現
会

員
が
声
を
大
に
し
て
さ
ら
に

訴
え
続
け
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
は
会
員
増
が
緊

急
の
課
題
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

②
大
会
記
念
講
演
（
神
崎
宣

武
氏
）
で
は

「
高
度
成
長
期

以
前
の
暮
ら

し
の
立
て
方

と
語
り
伝
え

る
年
齢
に
あ

る
我
々
が
、
し

な
や
か
で
、
や

さ
し
い
社
会

を
維
持
し
て

い
く
た
め
に

過
去
に
さ
か

の
ぼ
っ
て
『
忘

れ
も
の
』
は
な

い
か
再
考
し
、

そ
の
語
り
部

　

福
岡
県
退
職
公
務
員
連
盟

の
代
表
と
し
て
、
吉
田
会
長

以
下
7
名
は
、10
月
20
日
（
火
）

の
午
後
4
時
「
ホ
テ
ル
ル
ポ
ー

ル
」
に
集
合
し
た
。
早
速
、

翌
日
の
陳
情
行
動
に
つ
い
て

打
ち
合
わ
せ
会
を
す
る
。

　

21
日
、
三
原
議
員
の
秘
書

で
あ
る
中
村
氏
か
ら
、
議
員

会
館
内
の
各
議
員
の
事
務
所

を
順
次
案
内
し
て
い
た
だ
い

た
。
事
務
所
で
は
担
当
の
代

遠
賀
中
間
支
部

�
支
部
長
　
中
葉
　
允
雄

筑
紫
北
支
部
　
支
部
長
　
北
嶋
　
司
朗

八
幡
支
部

�

支
部
長
　
村
尾
　
稔

表
者
が
議
員
に
口
頭
で
説
明

を
し
て
、
要
望
書
を
手
渡
し

た
。
鳩
山
議
員
か
ら
は
要
望

書
に
関
し
て
質
問
が
出
る
な

ど
、
ど
の
事
務
所
で
も
し
っ

か
り
と
陳
情
が
で
き
た
と
思

う
。

　

議
員
へ
の
陳
情
活
動
が
終

わ
り
、
続
い
て
日
比
谷
公
会

堂
で
の
「
日
公
連
全
国
大
会
」

に
出
席
し
た
。
会
場
は
全
国

か
ら
集
っ
た
千
名
の
会
員
で

満
席
。
多
数
の
国
会
議
員
や

秘
書
、
来
賓
が
見
守
る
中
で
、

津
島
会
長
の
所
信
表
明
、
谷

垣
幹
事
長
の
祝
辞
、
講
演
、

組
織
拡
大
し
た
県
へ
の
表
彰
、

基
調
提
言
と
決
議
文
朗
読
等

で
大
会
は
終
了
し
た
。

　

本
大
会
に
幹
事
長
が
参
列

さ
れ
、
多
数
の
国
会
議
員
や

来
賓
、
会
場
を
埋
め
た
全
国

か
ら
の
会
員
の
姿
を
目
の
当

た
り
に
し
て
、
日
本
退
職
公

務
員
連
盟
の
力
の
大
き
さ
を

実
感
し
た
大
会
だ
っ
た
。

退
職
公
務
員
連
盟
と
存
在
感

　

日
本
退
職
公
務
員
連
盟
の

第
22
回
研
修
会
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

研
修
は
6
月
16
日
か
ら
18

日
ま
で
「
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ

ス
」
で
行
わ
れ
、
参
加
者
は
各

都
道
府
県
か
ら
ほ
ぼ
1
名
ず

つ
45
名
で
し
た
。

　

研
修
の
目
的
は
、
本
連
盟
創

立
の
理
念
を
踏
ま
え
、
そ
の
進

む
べ
き
方
向
に
つ
い
て
研
修

し
、
連
盟
の
基
盤
確
立
に
資
す

る
と
い
う
も
の
で
「
組
織
の
拡

充
・
強
化
と
活
性
化
の
方
策
に

つ
い
て
」
が
中
心
的
テ
ー
マ
で

し
た
。
日
公
連
の
会
員
数
は

平
成
6
年
度(

約
37
万
人)

を

ピ
ー
ク
に
20
年
間
減
り
続
け

て
い
ま
す
（
平
成
26
年
度
約

22
万
人
）。
し
か
し
、
こ
う
し

た
中
に
あ
っ
て
愛
知
、
山
形
、

沖
縄
の
3
県
は
平
成
26
年
度

会
員
増
を
達
成
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
愛
知
は
30
年
間
一
度
も

減
ら
す
こ
と
な
く
会
員
増
を

続
け
て
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
に

は
ど
ん
な
努
力
が
な
さ
れ
英

知
が
発
揮
さ
れ
て
き
た
の
か

報
告
を
受
け
、
学
び
合
っ
た
こ

と
で
し
た
。
ま
た
、
原
発
事
故

で
、
会
員
が
全
国
に
ち
り
ぢ
り

に
な
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
会

員
を
多
く
維
持
し
続
け
て
き

た
福
島
県
双
葉
支
部
の
報
告

は
感
動
を
呼
ぶ
も
の
で
し
た
。

　

様
々
あ
っ
た
報
告
の
中
で
、

会
員
増
を
促
進
し
、
会
員
減
を

減
ら
す
た
め
に
、
取
り
組
ま
れ

て
い
る
こ
と
で
、
最
も
注
目
さ

せ
ら
れ
た
こ
と
は
、
支
部
長
な

ど
会
の
リ
ー
ダ
ー
の
熱
意
と

行
動
力
で
し
た
。
会
員
増
を
果

た
し
た
県
だ
け
で
な
く
、
参
加

し
て
い
た
支
部
長
や
組
織
部

長
・
女
性
部
長
な
ど
の
熱
意
あ

る
実
践
報
告
は
そ
の
通
り
だ

と
う
な
ず
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の

実
情
や
人
間
関
係
に
即
し
な

が
ら
組
織
を
挙
げ
て
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
な
ど
も
印
象

深
い
報
告
で
し
た
。
人
間
的
な

つ
な
が
り
を
生
か
す
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、
面
識
は
な
く
と
も

チ
ー
ム
を
組
ん
で
一
人
ひ
と

り
の
退
職
者
に
向
か
う
な
ど

の
方
策
で
会
員
増
を
果
た
し
、

会
の
重
要
な
役
に
様
々
な
職

種
の
方
に
就
い
て
も
ら
う
こ

と
で
、
そ
の
職
種
の
新
会
員
を

多
く
獲
得
す
る
こ
と
に
成
功

し
た
な
ど
、
組
織
を
挙
げ
て
取

り
組
む
こ
と
の
強
み
を
知
ら

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
一
つ
会
員
獲
得
の

た
め
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る

こ
と
で
感
心
さ
せ
ら
れ
た
こ

と
は
、
魅
力
あ
る
入
会
案
内
と

し
て
の
「
退
公
連
の
し
お
り
」

で
し
た
。
コ
ン
パ
ク
ト
に
退
公

連
の
歴
史
や
役
割
な
ど
を
伝

え
る
と
と
も
に
活
動
内
容
を

カ
ラ
ー
写
真
入
り
で
楽
し
く

伝
え
て
い
る
も
の
な
ど
、
大
変

参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
今
日
、
社
会
貢
献
活
動

の
充
実
に
カ
を
注
い
で
い
る

事
例
を
多
く
知
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
す
が
、
こ
の
こ
と

は
、
退
公
連
の
存
在
意
義
を
広

く
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
な

る
と
と
も
に
、
退
公
連
の
魅
力

を
高
め
、
会
へ
の
参
加
意
識
を

高
め
る
上
で
も
有
効
で
あ
る

こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
日
、
年
金
問
題
は
全
国
民

的
な
重
要
課
題
で
す
。
私
た
ち

退
公
連
は
、
私
た
ち
の
立
場
や

主
張
を
し
っ
か
り
示
し
つ
つ

も
、
現
役
世
代
や
よ
り
若
い
子

ど
も
た
ち
の
将
来
を
も
考
え

て
こ
の
問
題
に
英
知
を
も
っ

て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
に
改
め
て
気
づ
か

さ
れ
た
有
意
義
な
3
日
間
の

研
修
で
し
た
。

【左から】
筑紫北支部�北嶋�司朗支部長／小倉支部�岩谷�武利支部長
八女支部�樋口�順一郎支部長／県退公連�吉田�筑三会長
東区支部�中嶋�英機支部長／遠賀中間支部�中葉�允雄支部長
県退公連�稲田�瑞穂事務局長

に
な
り
う
る
」
と
い
う
内
容
で

し
た
。
退
職
後
、
地
域
活
動
に

専
念
し
て
い
る
私
に
は
新
た

平
成
27
年
度  

全
国
大
会

日
本
退
職
公
務
員
連
盟

日
公
連
第
22
回

�

研
修
会
に
参
加
し
て

な
価
値
を
見
出
し
た
思
い
で

す
。

　

退
公
連
の
活
動
、
地
域
活
動

の
共
通
点
は
「
お
た
が
い
さ

ま
」
の
気
持
ち
で
生
き
る
こ
と

だ
と
思
っ
た
次
第
で
す
。

参
加
報
告


